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1鱒 2 光導入型 リアクタを用 いた微細藻類 による C ◎ 2の 固定化

　 《住友重機械 ・環技研 ）○末広文 一
， 幽村健治

【目的】　 地球温暖化の原 因物質の一 つ といわ れて いる C ◎ 2の 蘆 物的固定と その 固定

産物の 有効利用 を艮的とした研究開発 を行 っ て い る。本研 究で は内部 に光散 乱構造 を

有する発光担体を用 い た光導入型 リア クタ を開発 し微細藻類の 培養特性 を検討 した 。

【方法及び結果］　 内部 にス リ散乱構造 を有 する平板状の発光担体を角形水槽に装着 し

た通 気撹 拌 式の フ ＄ トバ イオ リア クタ （光導入型 リア クタ）を開発 した。本 リア クタ

は発光担体の 上部面か ら入射した太陽光を発光担体 内で散乱させ なが ら培養液 中に導
入で き るた め、特溺な 集光伝送装置が 不要で あ り、 また直達光 と散乱光 を利用 で き る

特徴がある 。 発光担体は アク リル製の 全長30crn濠た は 6  om の もの を4 〜 8枚用 い た

（仕込み 容積2．8 〜 5。5L 、比 照射面積 10   〜 150m ・i） 。 1998’v1999 年の期 間 、 神奈嫻

県平塚市内 におい て 。 太陽光に よる微細藻類の 培養実験 を行 っ た 。 Chlorelia　sp ．

UK   鱗 に よ る代表的な培養条件は 、　 MC ＋培地、培養温 度35℃ ．　 C　O　2 濃度10％ 、通気

量0．2wm と した 。 こ の 結果、発光担体上部の 入射面 に対する光儀送効率は太陽高度や

季節 、 天候状態に よらず80％程度が褐 られ 、 光導入 型 リアク タを用 いた 培養が 可能で

ある こ とを確認 した 。 また 、 目本の 年平均照射条件 へ の 換算値で 27（g−CO ガm21d ）の

002 固定能が得 られ た。本研 究 は 、新 X ネル ギ
ー ・産業技術総合 開発機構 （NEDO ）

委託事業の一環と して 実施 した もの で ある 。
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［H 的】植物の もつ 光合成能を積極 的に利用 するため ，

を培養す る研究が行われて い る ．

光合成に よ っ て 細胞が取込むこ とに よる有機炭素源 の 効率的な利用 が期待され る，

本研 究 で は， コ ケ類 の 光混合栄養細 胞ゼ ニ ゴ ケカル ス を，光 照射の ド， 有機炭素源

と して グル コ ー
ス を用 い て 培養 し， グル コ

ー
ス の 効率 的利用 に 関 して 検討 した ．

K方法 お よび結 果 ］ゼ ニ ゴ ケ 細胞 の 光混 合栄養培養 に おける光 合成活 性の 指標 と し

て ， RubisCO 活性 に及 ぼす細胞の 吸収光量 の 影響を角型 フ ラス コ を用 い て 調 べ た と

こ ろ Tl ．〔｝× 1〔〕3W ／kg．DCW で 光合成活性が最大 とな っ た． そ こ で ， 円筒形の 外部照

射型 リア クタ ーを用 い た 培養 に お い て ，槽 内の 光 強度 分布を考慮 し，吸 収光量 を 1、O
X 　103Wfkg −DCW に 保 つ よ うに 入射光強度を制 御す る培養 を行 っ た． そ の 結果 ， 細

胞収率 は 0．85kg −dry　ce1 弖weight ／kg−ggucose とな り，入 射 光強度 の 制御を伴わ な い 培養

に比 べ て 高 い 値 を示 した ．また ，化学量論 式 に基づ く細胞の 炭 素代 謝解析 を行 っ た

とこ ろ ， 光の 供給量 の 変化 に 対する細胞に よる CO2 の 吸収および放出の 応答を説明

し ，
ゼ ニ ゴケ 細胞の 光混 合栄養条件下 にお ける代謝系を明 らか に す る こ とが で きた ．
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